
　
　

12
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

・�

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会
民
生
教
育
分

科
会

　
　

13
・
都
市
環
境
分
科
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・�

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会
都
市
環
境
分

科
会

　
　

16
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　

・�

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会

　
　

21
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

22
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

28
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
／
12
・�

愛
知
県
岡
崎
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

13
・�

福
岡
県
八
女
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

18
・�

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

　
　

19
・�

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
…
長
野
県
長

野
市
（
～
20
）

　
　

21
・�

神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

定
例
会
・
正
副
議
長
研
修

会
…
南
足
柄
市

　
　

25
・�

大
阪
府
岸
和
田
市
議
会
視

察
来
訪

　
　

27
・�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・�

座
間
市
立
市
民
文
化
会
館

の
適
正
で
は
な
い
使
用
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　

28
・�

厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議

会
…
横
浜
市

　
　

31
・�

静
岡
県
藤
枝
市
議
会
視
察

来
訪

11
／
２
・�

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
1
0
4
回
理
事

会
…
東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

・�

栃
木
県
日
光
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

７
・�

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
総
会
…

埼
玉
県
狭
山
市

　
　
　

・�

自
民
党
・
い
さ
ま
行
政
視

察
…
佐
賀
県
多
久
市
、

熊
本
県
阿
蘇
市
、
八
代
市

（
～
９
）

　
　

８
・�

座
間
市
公
明
党
行
政
視
察

…
北
海
道
札
幌
市
、
旭
川

市
、
江
別
市
（
～
10
）

　
　
　

・�

大
阪
府
八
尾
市
議
会
視
察

来
訪

他
自
治
体
に
先
駆
け
て
行
っ
て
い
る
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
の
評
価
を
問
う

�

長
瀨　

未
紗�

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い
て

法
改
正
後
の
本
市
の
状
況
を
問
う

�

竹
田　

陽
介�

議
員
︽
自
民
党
・
い
さ
ま
︾

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
に
対
し
て
、

地
下
水
保
全
条
例
の
活
用
を

�

沖
永　

明
久�

議
員
︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
４０
周
年
の

記
念
事
業
を
問
う

�

守
谷　

浩
一�

議
員
︽
日
本
共
産
党
︾

座
間
市
立
市
民
文
化
会
館
の
不
適
正

利
用
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
た
の
か

安
海　

の
ぞ
み�

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

小
・
中
学
校
体
育
施
設
の

�

利
用
調
整
に
つ
い
て

�

美
濃
口　

集�

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

小
・
中
学
校
体
育
施
設
の
利
用

調
整
に
つ
い
て
、
座
間
市
立
学
校

体
育
施
設
開
放
実
施
要
領
に
校
長

や
教
頭
、
学
校
の
職
員
等
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
領
を
見
る

限
り
、
小
・
中
学
校
体
育
施
設
の

利
用
調
整
を
行
う
の
は
教
職
員
で

あ
る
と
連
想
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
教

職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

座
間
市
立
学
校
体
育
施
設
開
放
実

施
要
領
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

学
校
体
育
施
設
開

放
運
営
委
員
会
は
、校
長
、教
頭
、

体
育
主
任
等
の
教
職
員
が
構
成
員

と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
利

用
団
体
の
登
録
に
つ
い
て
も
学
校

で
受
け
付
け
て
お
り
、
学
校
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

体
育
施
設
開
放
に
係
る
学
校
の
負

担
軽
減
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

令
和
4
年
度
当
初
は
小
学
校
６
校
、

中
学
校
３
校
の
利
用
団
体
を
対
象

と
し
た
登
録
更
新
手
続
の
案
内
送

付
及
び
関
係
書
類
の
受
付
を
ス
ポ

ー
ツ
課
で
実
施
し
ま
し
た
。
残
り

の
学
校
は
、
令
和
５
年
度
に
ス
ポ

ー
ツ
課
で
案
内
送
付
及
び
書
類
の

受
付
を
行
う
予
定
で
す
。
学
校
体

育
施
設
開
放
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
に
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
、
要
領
の
改
正

と
併
せ
て
引
き
続
き
学
校
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
地
下
水
を
保
全
す
る
条

例
で
は
、
有
害
物
質
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
て
、報
告
の
義
務
、

使
用
量
の
削
減
及
び
変
更
の
努
力

義
務
と
汚
染
が
発
生
し
た
場
合
の

行
政
に
よ
る
調
査
、
浄
化
等
の
措

置
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
条
例
上
の
有
害
物
質

の
定
義
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
第

２
条
に
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
現
状
で
は
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
は
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く

地
下
水
の
汚
染
防
止
や
浄
化
を
定

め
た
条
例
が
あ
り
な
が
ら
、
現
下

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
に
は

適
用
で
き
な
い
状
態
で
す
。

よ
っ
て
、
有
害
物
質
の
定
義
に

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
を
加
え
る
条

例
改
正
を
行
い
、
地
下
水
の
汚
染

防
止
及
び
浄
化
の
実
効
性
を
高
め

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

環
境
経
済
部
長　

本
条
例
の
中

で
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
を
保
有
し

て
い
る
事
業
場
に
届
出
、
管
理
状

況
の
報
告
を
義
務
づ
け
て
、
適
切

な
管
理
を
求
め
る
こ
と
は
、
地
下

水
保
全
の
実
効
性
を
高
め
る
効
果

的
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
、
有
害
物
質
と
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
は
、
法
律
に
基
づ
く

使
用
制
限
等
、
位
置
づ
け
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
課
題
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
、
地
下
水
採
取
審
査
委
員
会

等
、
有
識
者
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

前
回
の
定
例
会
に
お
け
る
一
般

質
問
で
部
外
者
に
よ
る
座
間
市
立

市
民
文
化
会
館
の
不
適
正
利
用
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
件
に

つ
い
て
問
題
の
本
質
的
部
分
を
問

い
た
だ
す
べ
く
改
め
て
伺
い
ま
す
。

こ
の
不
適
正
な
利
用
を
公
益
財
団

法
人
座
間
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
財
団
の
中
で
誰
が
ど
の
よ
う
に

許
可
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
組
織

ぐ
る
み
で
利
用
を
認
め
て
い
た
の

か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
利
用
が

で
き
た
部
外
者
は
、
同
財
団
と
本

市
に
関
係
の
深
い
前
理
事
長
で
あ

り
、
前
市
長
の
遠
藤
氏
で
す
が
、

一
体
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て

利
用
し
て
い
た
の
か
、
知
り
得
て

い
れ
ば
お
示
し
く
だ
さ
い
。

市
長　

外
部
の
方
が
座
間
市
立

市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
市
職
員

と
話
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
本
来
は
利
用
者

が
申
込
書
を
提
出
し
、
利
用
の
承

認
を
受
け
て
利
用
す
べ
き
と
こ
ろ

を
そ
の
手
続
き
を
せ
ず
に
、
小
ホ

ー
ル
附
属
の
楽
屋
を
利
用
さ
せ
た

と
い
う
内
容
で
て
ん
ま
つ
書
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
案
件
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
で
終
了
し
た
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
も
安
海
議
員
か
ら
は
同
財
団

や
指
定
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

度
々
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
市
と
し
て
同
財
団
の
在
り
方
や

指
定
管
理
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
研
究

を
重
ね
て
ふ
さ
わ
し
い
形
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
0
２
２
年
８
月
4
日
か
ら
６

日
ま
で
、
広
島
県
で
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
て
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
無
視
し
得
な
い
現
実
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
地
球
レ
ベ
ル
で

着
実
に
核
兵
器
廃
絶
へ
進
ん
で
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
同
大

会
の
各
会
議
で
は
、
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
日
本
政
府
が
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と

や
岸
田
首
相
が
呼
ば
れ
て
も
い
な

い
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
会
議
に
参
加
し
た

こ
と
が
失
望
と
批
判
の
的
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
テ
ー
マ
別
集
会
で

発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
座
間
市

長
が
会
長
と
し
て
原
水
爆
禁
止
協

議
会
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、

令
和
２
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の

推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
つ
い
て
、法
改
正
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ

ョ
ン
政
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
検

討
事
項
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

て
替
え
に
関
す
る
施
策
、
支
援
策

等
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長　

マ
ン
シ
ョ
ン
政
策

に
対
す
る
見
解
と
し
て
、
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
に

法
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推

２
0
1
５
年
に
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、

本
市
で
は
先
駆
的
に
家
計
改
善

支
援
事
業
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。各
事
業
に
取
り
組
む
中
で
課

題
の
一
つ
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
で
す
。本
市
が

２
0
1
７
年
に
始
め
た
就
労
準
備

支
援
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
も

多
く
来
て
い
ま
し
た
が
、
就
労
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
方
は
、
通
う

場
所
が
な
く
な
る
状
況
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
中
で
本
市
は
、国
の
補

助
金
を
活
用
し
、
２
0
２
1
年
６

月
に
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て「
み
ん
な
の
居
場
所　

こ

こ
か
ら
」
を
開
設
し
ま
し
た
。就

労
目
的
で
は
な
く
、誰
も
が
行
く

こ
と
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の

２
0
２
２
年
は
同
協
議
会
の
65
周

年
で
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
か
ら
40
周
年
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
同
協
議
会

が
50
周
年
の
当
時
は
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
り
、
シ
ー
ル

に
し
て
家
々
の
軒
先
に
貼
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
こ
の
よ
う
な
取

組
は
行
わ
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長　

座
間
市
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
及
び
同

協
議
会
の
65
周
年
に
当
た
り
、
同

協
議
会
の
記
念
事
業
と
し
て
２
部

構
成
の
平
和
講
演
会
を
令
和
５
年

1
月
に
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立

ち
、
被
爆
者
の
方
の
戦
争
に
関
す

る
証
言
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
事

務
局
で
作
成
す
る
予
定
で
す
。

事
業
を
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
は
珍
し
く
、
大
変
意
義
が
あ

る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
事
業
開

始
か
ら
1
年
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
が
、事
業
の
評
価
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
ト
事
業
は
、
居
場
所
の
提
供
、

当
事
者
・
家
族
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

や
講
座
の
開
催
、
県
青
少
年
課
と

連
携
し
、
当
事
者
の
体
験
談
を
聞

く
サ
ロ
ン
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
の
充
実

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

は
、
同
事
業
の
利
用
者
や
他
の
事

業
、
関
連
機
関
と
の
連
携
か
ら
得

た
ニ
ー
ズ
を
基
に
支
援
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、

管
理
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
空
き
家

対
策
と
共
通
し
て
い
る
課
題
等
も

あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正

化
を
推
進
す
る
上
で
も
空
き
家
対

策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

都
市
部
長　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
制
度
等
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、

今
後
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え

に
関
す
る
支
援
策
等
の
調
査
研
究

に
つ
い
て
は
、
県
及
び
関
係
団
体

と
連
携
し
て
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

令和4年（2022年）11月15日 第202号（5）


